
音水国有林植物採集記

昭和40年 B 月20・21 ・22日の 3 B問、本学会の夏期研
修講座のーっとして宍粟郡波賀町音水国有林で植物採集
会が関かれた。参加者54名。県下第一の原始林であり北方
要素・日本海要素の入りこんだ植物相をもっこの地に、
講師として京都大学より田川基二・岩槻邦男両先生を迎
え、さらに会員の室井綜・稲田叉男の両氏もわずらわし
懇切な指導を受けることができ実に収穫の多い採集会で
あった。以下その大要を記すが、ンダ植物については稲田
氏が別に執筆されているので、省略する。なお奥谷国有林
概説および文献については本誌第4 巻 5 号の岩谷成彦氏
の記事を参照されたい。

第 1 日 (8月20日〉

一同は午前 9時 5分貸切パスで姫路駅前を出発、完全
に整備された国道29号線を快適にドライブし 9時50分頃
山崎につく。ここで15分程停車、再び国道を音水に向う。
曲皇をすぎた頃より路は悪くなりはじめ、原をすぎると
改修工事の最中で、全くの悪路、車は左右に大きくゆれ棚
からリュックが落ちてくる始末で率の速度も上らない。
11時頃音水口に到着。徒歩で、左下のヲi原JIIの方へ下り、
橋を渡って爪先上りの道を進み宿舎となる民家につく。
まもなく我々の歩いた道の右側に奥音水までのトラック
道路がつくそうである。
昼食後 1時より中音水に向け出発。宿舎をでると早速採
集がはじまる。附近の石垣にはオノマγネングサ・トラ
ノオシダ、が着生しており、谷川にはメタカラコウがあ
る。少し進むと山崎営林署音水事業所があり、赤西と中
音水より来た森林用軌道がこの前で合流している。我々
は上手の橋を渡り中音水に通ずる軌道上を進む。橋のあ
たりにはフサザクラ・サワグノレミ・ウラジロガシなどの
大木がある。
軌道は何回か左右に屈曲し、やがて大きく右に曲ると限
一H こ中音水の谷川があらわれてくる。ここで室井氏がナ
ツエピネの花の咲いているのを一株発見、頭上の樹木を
観察していた岩谷氏が大いに残念がる。橋よりここまで
の聞にウラジロガシ・フサザクラ・キブシ・フジキ・サ
ワシパ・ウリノキ・リョウプ・ケンポナシ・ツタパネガ
シ・オオハアサガラ・ミヤマハハソ・カナタギノキ・エ
ンコウカエデなどの樹木があり、その下にはネマガリダ
ケ・フシグロセンノウ・クサアジサイ・ミヤマイラクサ
が多く、カプトゴケが 1 カ所だけみられた。これから先
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は杉の植林地が軌道の丙側につづき見るべきものもあま
りないうえに日光の直射をうけて汗をかくばかりなので
途中から谷川に降りる細い道をみつけて谷川! に降りる。
1.5加程歩いただろうか。この間でキハダ・シオジ・ナ
ナカマド・エゴノキ・イヌプナ・ニガキ・ミツバウツギ
を採る。谷川iで小休止。皆が休んでいる間に高砂中学の
内藤氏が附近で一株のツチアケピを採集してくる。おそ
らく本日の最良の収獲物だろう。
休息後、谷川ぞいに赤西に通ずる軌道まで下り、それか
らは軌道上を歩いて午後 4時宿舎に帰りつく。谷川ぞい
にはコヒルガオ・テンニンソウ・フシグロセンノウ・コ
ウヤノマンネンゴケ・オオパタイセイ・オオツツラフジ
・ノリウツギ・タムシパ・アカシデ・シタキツルウメモ
ドキ・カラスザンショウ・サワフタギ・エゾエノキ・ハ
ナイカダ・ユクノキなどがあった。
宿舎につくと早速庭で採集物の整理をはじめ、採集物中
の名称のわからないものは講師の先生方に教えていただ
く。
夕食後自己紹介あり。回JII先生からは昭和23年夏、赤西・
中音水に採集にこられ、クラガリシダを採り、人の背丈
をはるかにこすオニヒカゲワラビをみつけ、その大きな
ことを示すため短身の建都民がこれをもって写真をとっ
たこと、帰路には材木運搬用のトロッコにニワトリと一
緒に乗って下りたこと( この時は室井・稲田・建都・藤
本の各氏と筆者がお供をし、写真は筆者がとったと記憶
している) また昭和28年には雪彦山でナチシダ・イヨク
ジャクを発見されたことなどの話があり、室井氏からは
17 ・8才頃建部氏と採集に来ていろいろと苦労された話

茶杓をつくる時も勿論逆竹にして柄は芽ので・る側につけ
るのだというような話があり、他の参加者からもそれぞ
れ楽しい紹介があった。

第 2 日 (8月21日)

起床 6時、朝食 6時半。 7時すぎ奥音水にむけ出発。
営林署の建物の前より右に折れ、民家の検の細い道を通
り谷川! の左岸にそって進む。イラクサが多い。橋を渡り
右岸を行くと、チドリノキ・フサザタラ・コパノタロウ
メモドキ・ニガキ・テγニンソウ・ザゼンソウ・ヤマプ
ドウなどがある。再び橋をわたり左岸を進むと杉の中に
カツラ・タリ・ミズキ・チドリノキ・キハダ・ケイタヤ

-167一



カエデなどの樹木があり、その下にはヒカゲミツパ・ヒ
ナノウスツボ・ヤマアイ・ミカエリソウ・ギンパイソウ
. ヤマハタザオなどがでてくる。
やがて視界が大きく開けこの谷の水を原引ダムに送る

取水口にでる。この辺にはイラグサが多く、ミツバフウ
ロウ・コフウロウ・キツリフネもある。
さらに谷J ! I の左岸を進む。このあたりからは全くの原

始林となり樹木はよく繁久谷川の清らかな水は大小様
々な岩の聞を流れて行く。シオジ・トチノキ・オオバク
ロモジ・フサザクラ・ハクウンボク・ウラジロガシ・イ
ロハカエデ・ハウチハカエデ・アワプキ・ゴマキ・アサ
クラザンシ三ウ・プナ・ミズナラなどの樹木がある。今
年の高校野球に使うバットの原木はこのシオジがきりだ
されたのだと建部氏より説明あり。樹下にはサカゲイノ
デ・オシダなどの大きなシダが生育し、ウバユリ・フジ
カンゾウ・ボタンネコノメ・サイハイラン・オニルリソ
ウ・トチパニンジン・スミレサイシンなどもある。また
無性芽をつけたホソパノトウゲシパやツメゴケもあっ
た。室井氏に教えられるまで無性芽であることがわから
なかった。
9時20分、出発点より約 1.5""の地点の谷川で休む。

この辺からオクノカンスゲが多くなり、リョウメンシダ
・ツクパネソウ・アズマガヤ・コタニワタリもあり、岩
にはイワタバコ・ジンジソウ・チャルメノレソウなどが沢
山に着生し、アカウラカワイワタケも採集された。
これより谷を渡り右岸を上ると大きな岩が頭上にせま
り15度ほどにオーノミハングした所にで、る。この岩に氷河
期以前の生き残り植物と考えられるエピゴケの群落が見
られ、またウチハチョウチンゴケ・イワデンダ・ホソバ
ハイホラゴケ・コウヤコケシノブも一面に着生してい
る。急な崖道を上って行くとミヤマベニシダの見事な群
落があり、その手前にはヤプソテツ・イワウチワが多
L  、。
ミヤマベニシダの大群落を見た時には皆思わず嘆声を

もらす。ミヤマベニシダを存分に採集した後、同じ道を
崖下まで引き返し「双竜の滝」の音を足下にききながら
谷をわたり左岸に出る。これより道は谷川! とはなれ、ま
た谷JIIの横にで、ふたたび谷よりはなれ、やがてまた谷
川にでてくる。この聞にはモミ・ブナ・カツラ・イヌブ
ナ・ミズナラ・ウラジロガシ・トチノキ・チドリノキ・
アサノハカエデ・イタヤカエデ・ヒメウチハカエデ・ウ
リカエデ・ヤマモミジ・シオジ・天然杉の大木があり、
樹下にはハイイヌガヤ・オクノカンスゲ・タイミンガサ
・モミジガサ・コタニワタリ・ミヤコイヌワラビ・ハス
ノハイチゴ・ヤマシャクヤク・ヤグルマソウ・ェγレイ
ソウ・ザゼンソウ・フタリシズカなどが見られた。途中
から藤岡氏・杉山氏が追いついてこられ杉山氏特有の酒

落でにぎやかになる。
谷を渡り右岸を進むとトチノキ・サワク' ルミ・イタヤ
カエデ・コハウチワカエデ・ハリギリなどの下にツリフ
ネソウ・アキチョウジ・オオルリソウ・オオキヌタソウ
・ヤマシャクヤク・モミジガサ・ムロオテンナンショウ
. ヒナノウスツボがでてくる。
11時45分、本隊は谷をこえた少し奥で、しんがりのー

隊は谷川のほとりで昼食をとる。本隊の昼食した場所よ
り少し奥でクラガリシダ・ホテイシダが採集された。
昼食後は谷川| の宥上の道までユリワサビの沢山ある額

面をよじのぼり、この道を通って最初に休んだ場所に下
り、それからは往路と同じ道を通って帰ったが、岩谷ー
谷口・内藤・安平の 4氏は、昼食した場所よりさらに奥
へ 3時頃まで上って行き、宿舎に帰って来たのは日暮間
近であった。なおこの 4氏によりサトメシダ・モミジハ
グマ・ツリシュスラン・サトメジダ・イワハリガネワラ
ピ・クモギリソウ・ホテイシダ・ノレイョウボタン、サワ
グノレミとコハタウンボクの突のついたものなどが採集さ
れてきた。このうちサトメシダ・ホテイシダ・イワハリ
ガネワラビは岩谷氏の採られたものである。
夕食後、京大法学部学生の平安君が撮った尾瀬のカラ
ースライドを見せてもらう。尾瀬のスライドは何人かの
人に見せてもらったが、まだ一度も行ったことがないの
が残念である。夕方雨がばらついたので、明日の天候を心
配しながら床につく。
第 3 日 (8 月22日)
6時起床、 6時半朝食、心配していた天気も快晴であ

る。直ちに荷物を整理し、前日までの採集物や不用の荷
物は音水口まで運び、中原氏の厚意により小型トラック
で原まで運んでいただき身軽ないで、たちで出発。原まで
引原川の右岸にそった森林用軌道上を歩いておりる。日
陰のない暑い道である。途中でキヨスミサガリゴケ・ハ
ルニレ・イヌザタラ・シオデ・ウシキタソウ・ナンパン
ハコベ・オオアプラススキなどをとる。原より道を西に
とり広い道を約 1.5""歩き「不動の滝J 登山口につく。
ここで一休みしミツパカエデの実の沢山あるのを採る。
滝への細い登山路を入ると小さいお堂がある。その上の
方でオオクジャクシダ・クロタキカズラをとる。これよ
り道は急になり滝の手前ではさらに急になり、岩肌を鎮
をたよりによじ登る。途中にはウラジロガシ・イロハモ
ミジ・リョウブ・コパノトネリコ・ナナカマド・イヌプ
ナ・ウザノキ・クロモジ・トチノキ・アカシデ・コンテ
リウツギ・ヒカゲ‘ツツジなどがあった。道を上り切ると
滝の音が聞えはじめ渓谷に向って降りて行くと雄大な「
不動の滝j が中天より落下している下にでる。実に見事
な滝である。あたりの岩にはイワタバコ・チャルメノレソ

(以下. p.179へ)
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そのふ タケ( 竹) とスギ
わたくしは、! 日制中学の時代に本誌を編集しておられ
る室井緯先生に偉物( いまでいう生物) を教わった。そ
のご年を経ること20年、たまたま昨夏、小著( 六月社刊
「日本の姓名J) を世に出すにあたってお世話になり、さ
らに生物学という同じフィールドを専攻するものとして
( 小生は小児科医) 、ひき続き、その面のご指導をうけ
るようになっTこ。
室井先生はタケの研究家として名があり、農学博土の

学位をえられた。それをさしおいて、わたくしがタケを
語るのはおこがましいが、酒との関係で縁の深いスギと
ともにタケのことにも一筆だけ触れてみたい。
タケt士、おもにアジアに産し、ないのは濠洲とソ連と

のみ、その用途は広く、わが国でも多方面に利用されて
いる。
兵庫県は酒どころ灘をもっているが、自慢( はくっ
る) 、台鹿( はくしか) などの醸造場では、古くはタケ
の棄で殺菌したので有名である。また、蔵出しの酒をタ
ケの杓で汲んで飲む。酒造りの樽となるとスギ( わが国
特産) で、これはスギ材にピセン・ジベンテン・スギネ
γ . クリプトメリオールという成分が命ヲ 1 %含まれてお
り、香気があり、それが酒の風味を増すからである。醤
油、味噌などの醸造も播州・竜野を中心に兵庫県は名産

(以下. p.168より)

ウ・ウワパミソウ・ダイモンジソウなが着ど生しており
山の傾商にはシラキ・トチノキ・ヨグソミネパリ・アカ
シデ・クロモジ・モミ等の下にハイイヌガヤ・キッコウ
ハグマ・ミヤマカタパミ・ホソバトウゲシパ・オオパイ
ノモトソウ・ニジノヤマグワカ事タ・イワウチワ・ヒロハ
チョウチンゴケなどが生育している。また倒木や樹上か
らはヨウラクラ γ. ムギラン・カヤラソが採集されたσ
しかし特筆すべきは内海氏によりェピゴケ・スギラ γ ・
モミランが発見されたことであり、スギラン・モミラン
は県下でははじめての採集であるとのことであり、本採
集会の終りを飾るにふさわしいもので、あった。またナツ
エビネの一株も内海氏により採集された。
10時半頃滝を出発し同じ道を下り、オオフジシダをと

った場所の少し奥で、プジシダをとる。原の引原川のほと
りで昼食をとり、 12時半貸切ノミスに乗車帰路につく。途
中、播磨一の宮の伊和神社に参拝その社叢をみる。 2時
頃姫路駅前着。無事採集会も終り各自は獲物で重くなっ
たりュ γタを背に家路へと急く、
筆をおくにあたり、ご指導をいただいた田川・岩槻両
先生、多人数の入山を許可下さった営林署、準備に奔走
された藤本義昭氏. 地元で・の連絡や荷物の運搬にあたっ
て下さった中原哲男氏、宿舎や食事の世話をして下さっ

地だが、これらもスギ樽のなかで造ると美味なのである。
fスギ折り掛く J とL、う語は、スギの古木の穴にたまっ
た水が、ときに醸酵して酒のようになるところから出た
ものであろうが、スギの校を束( たば) ねて軒に吊りさげ、
潜を売る庖のしるしにするなど、スギは酒と縁が深い。
しかし、酒を汲む杓( しゃく) は上記のようにタケづ
くりのものである。これは酒を矯するという「かんj
が、もとは筒、つまりタケの中空の部分( たけづっ) に
入れることを意味したあたりに起こりがあるようであ
る。羊蓑( ょうかん) の「かんJ も向じで、そのため羊
葵のことを「さおもの」ともいうし、一樽( さお) 、二
梓と数えたりもするのである。
タケは成長が早く精力のかたまりであり、スギは常

緑、まっすぐ高木になるので神霊の宿る木として祭ら
れ、神社林に使われたりする( 常緑樹尊崇は世界共通) 。
この両者も民俗的に価値高い植物である。
ついでに記しておくと、兵庫県には111西市に、西の日

光と称される多田神社( 多国源氏発祥地) があり、ここ
は四回がマツの疎林なので社殿は白木造りになってい
る。一方、日光の東照宮は衆知のように朱塗りである。
それは東照宮の場合、背後をスギの密林で、覆われている
ためで、それとの調和をとる必要から社殿を朱にしであ
るのだといわれている。

た民家の方々に対し深〈感謝致します。なお、この記を
かくにあたり岩谷氏より多大の助言をいただいたことを
付記しておきます。
ミカズキゲサの自生地について
本年加印支部主催の標本鑑定会に運びこまれた小学生
の標本中に 1本のミカズキグサを室井緯氏が発見、採集
地を隠き 9月 413 にその場所に行って沢山あることを
確認 L ました。場所は加古川市上荘町小野で、神姫パス
上荘線に乗り小野で下車、回の中の道を北に行くと山麓
に数軒の民家があり、路は行きどまりとなります。それ
より畦を左に山麓にそって行き右に治って小溝にそって
行くと25，000分の lの地図上の「長池」の下の小さい池
のほとりにでます。その池の北側の額面の広い湿地が自
生地です。そこにはモウセンゴケ・コモウセンゴケ・イ
シモチソウ・ミミカキグサ・ホザキノミミカキグサ・サ
ギソウも見事に生えており、沼地にはミズギボウシもあ
り大変面白い場所です。
なお、ミカズキグサは氷河期の残存植物であり、保育

社の原色日本植物図鑑によれば「日あたりのよい高原の
水湿地に生える多年草: 分布は九州・本州( 主として中
部地方以北の高山) ・北海道」となっています。

(40.9.14 杉田記)
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